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1. 規 格  
1.1. 寸 法 図  

 

 

1.2. 規 格 表  

項   目  內   容  

仕 様  SCA-180a 

外観寸 法 (WxDxH) 450×750×1020 mm 

駆 動 源  エ ア ー 駆 動  

重 量 （ タ ン ク 空 時 ）  57 kg 

最 大 処 理 流 量  
1.5 ”強 力 吸 引 ポ ン プ  

Max 180L/min 

所 要 空 気 圧  0.2～ 0.8 MPa 

最 大 エ ア ー 消 費 量  650 L/min 
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2. 部 品 名 称  

 

 

 NO. 名称 

1 吸 引 ホ ー ス 接 続 口  

2 ア ク リ ル 蓋  

3 カ バ ー ロ ッ ク  

4 排 気 バ ル ブ  

5 回 収 タ ン ク  

6 排 出 ホ ー ス 接 続 口  

7 蓋 掛 け ケ ー ス  

8 1¼”吸 引 ホ ー ス  

9 吸 引 ホ ー ス 用 延 長 ノ ズ ル (100cm) 

10 吸 引 ホ ー ス 用 延 長 ノ ズ ル (30cm) 

11 1½”排 出 ホ ー ス  

12 排 出 ホ ー ス 用 お も り  

13 空 気 流 量 調 整 用 バ ル ブ  

14 エ ア ー ホ ー ス 取 付 口  

15 ボ ー ル バ ル ブ ス イ ッ チ  

16 給 油 口  

17 
DRY 吸引装置  
 

18 
排出ホース固定用マグネット 

 

○1  

○2  

○15  

○6  

○17  

○8  

○12  
○11  

○10  

○9  

○18  
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3. ス ラ ッ ジ 回 収 装 置 組 立 説 明  

3.1. 吸 引 ホ ー ス の 取 り 付 け に つ い て  

3.1.1. ア ク リ ル 蓋 上 の 吸 引 ホ ー ス 接 続 口（ 黒 い プ ラ ス チ ッ ク ）を 少 し 緩

め （ 接 続 口 を 取 外 し 不 要 ）、 吸 引 ホ ー ス の 先 端 （ ク ラ ン プ な し ）

を 接 続 口 に 差 し 込 ん で く だ さ い （ 図 1）。  

3.1.2. 差 し 込 ん だ 吸 引 ホ ー ス の 先 端 は 接 続 口 裏 側 の フ ラ ン ジ と 揃 え て

く だ さ い （ 図 2）。1～2cm 程度の突き出しは問題ありません  

3.1.3. 吸 引 ホ ー ス の 先 端（ ク ラ ン プ 付 き ）に 延 長 ノ ズ ル を 差 し 込 ん で ク

ラ ン プ で 締 め て く だ さ い （ 図 3）。  

     

 図 1 図 2 図 3 

3.2. 排 出 ホ ー ス の 取 り 付 け に つ い て ： 排 出 ホ ー ス を 排 出 ホ ー ス 接 続 口 に

嵌 め 込 ん で ク ラ ン プ で 締 め て く だ さ い （ 図 4）。  
3.3. 潤 滑 油 の 給 油 に つ い て：ISO-VG32 の 工 業 用 潤 滑 油 か そ れ と 同 等 の 潤

○5  
○3  

○4  

○14  
○16  

○13  

○7  
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滑 油 を オ イ ル カ ッ プ に 注 入 し て く だ さ い。（ 潤 滑 油 の 消 費 量 は 工 場 出

荷 時 に 設 定 済 ）。オ イ ル カ ッ プ の 容 量 は 65 ㏄（ 図 5）で 、八 分 目 ま で

注 い て く だ さ い。  
3.4. エ ア ー 接 続 に つ い て ： 外 径 12mm（ 内 径 8mm） の エ ア ー ホ ー ス を エ

ア ー 取 付 口 に 接 続 し、供 給 空 気 圧 を 5kg /cm²〜 7kg /cm²の 範 囲 に 調

整 し て 下 さ い （ 図 ６ ）。  

   

 図 4 図 5 図 6 

3.5. ス ト レ ー ナ ー の 設 置 に つ い て ： ス ト レ ー ナ を 回 収 タ ン ク に 入 れ ア ク

リ ル 蓋 と 上 蓋 ロ ッ ク 金 具 で し っ か り と 留 め て 下 さ い 。 ま た 蓋 上 の 排

気 バ ル ブ を 閉 め て 下 さ い。  
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4. ご 使 用 に あ た っ て  
4.1. ま ず、排 出 ホ ー ス を 濾 過 さ れ る タ ン ク に 入 れ、排出ホース固定用マグ

ネットで固定し、 排 出 ホ ー ス か ら 水 が 飛 び 散 ら な い よ う に 注 意 し て

下 さ い。ボ ー ル バ ル ブ ス イ ッ チ を 少 し WET 方 向 へ 開 け て ダ イ ヤ フ ラ

ム ポ ン プ を 作 動 さ せ て か ら 、 吸 引 ホ ー ス を 汚 水 タ ン ク 内 に 入 れ て 、

DRY 吸 引 装 置 を OFF に し て、吸 引 ホ ー ス を 汚 水 タ ン ク 内 に 入 れ て 清

掃 し ま す。希 望 す る 流 量 ま で ボ ー ル バ ル ブ ス イ ッ チ を 徐々に 開 く と、

回 収 装 置 が 作 動 し ま す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4.2. 排 気 バ ル ブ が 確 実 に 閉 め て く だ さ い 。 排 気 バ ル ブ や ア ク リ ル 蓋 と 上

蓋 ロ ッ ク 金 具 が 正 し く 閉 ま っ て い な い 場 合 は 、 装 置 が 正 常 に 液 体 を

吸 引 で き な く な り ま す。  
4.3. 吸 引 用 延 長 ノ ズ ル を 使 っ て タ ン ク 内 を 攪 拌 し 隅 の ス ラ ッ ジ を 吸 い 取

り 、 回 収 タ ン ク 上 部 の ア ク リ ル 蓋 か ら ス ラ ッ ジ の 回 収 状 況 を 観 察 し

ま す。回 収 タ ン ク が 満 杯 に な る か 、ス ラ ッ ジ が 増 え な く な っ た ら 、回

収 装 置 を 停 止 し て く だ さ い。  
4.4. 濾 過 を 停 止 す る 前 に 、吸 引 ホ ー ス を タ ン ク か ら 引 き 上 げ ま す 。WET

モ ー ド で ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 吸 込 み エ ア ー を 利 用 し て ス ラ ッ ジ を

脱 水 可 能 で す。  
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4.5. タ ン ク 内 に ス ラ ッ ジ が ほ と ん ど 除 去 さ れ、液 面 が 1 ㎝ 以 下 に な り ま

す と、残 り の ス ラ ッ ジ が 液 体 不 足 で 回 収 し に く く な り ま す。この段階

で、ボールバルブスイッチを DRY 吸 引 モ ー ド に 切 り 替 え ま す ：  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.5.1. 吸 引 ホ ー ス を タ ン ク に 入 れ、DRY 吸 引 装 置 を ON に し て く だ さ

い。希 望 す る 流 量 ま で ボ ー ル バ ル ブ ス イ ッ チ を DRY モード側に

徐 々 に 開 く と 、 回 収 装 置 が 作 動 し ま す。  
4.6. ス ラ ッ ジ キ ャ ッ チ ャ ー のメンテナンス：  

4.6.1. 機 体 内 部 の 掃 除 ：  
(1)  水 溶 性 切 削 液：き れ い な 水を WET モ ー ド で 回 収 装 置 を 作 動 し

続 け て、排 出 し た 水 が 透 明 に な る と 掃 除完了で す。  
(2)  油 性 切 削 液：切粉などが入っていない廃 油 を 使 っ て 、WET モ

ー ド で 回 収 装 置 を 作 動 し 、 機 内 に 残 っ た切粉を 排 出 す れ ば 掃

除完了で す。  

4.6.2. 本体外部はウエス等で拭いてください。  
4.7. 水 溶 性 と 油 性 の 切 削 液 が 1 台 の ス ラ ッ ジ 回 収 装 置 で共用で き ま す（ 工

場 の 加 工 機 が 多 い 場 合 は、 2 台 を 購 入 す る こ とを推奨します）。切 削

液 を交換の 時 に 、 下 記 通 り の 準 備 が 必 要 と な り ま す ：  

4.7.1. 水 溶 性 →油 性 切 削 液 ：  

使 用 前 に、約 10L の 油 性 廃 油 を 投 入 、装 置 を 運 転 し て く だ さ い。

残 っ た 水 性 切 削 液 を 排 出 す れ ば準備完了です。  

4.7.2. 油 性 →水 溶 性 切 削 液 ：  
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使 用 前 に、約 10L の水溶性廃 液 や き れ い な 水 を 投 入、装 置 を 運

転 し て く だ さ い。残 っ た 油 性 切 削 液 が 排 出 す れ ば準備完了です。 
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5.  付属品  

品名 濾過精度(mm) 備考 

5-5 号ステンレス 

ストレーナー 
1   

ナイロンバッグフィルター 

0.4mm 
0.4 

再利用可能 

※中性洗剤で洗浄 

ナイロンバッグフィルター 

0.2mm 
0.2 

再利用可能 

※中性洗剤で洗浄 

ナイロンバッグフィルター 

0.1mm 
0.1 

再利用可能 

※中性洗剤で洗浄 

ナイロンバッグフィルター 

0.05mm 
0.05 

再利用可能 

※中性洗剤で洗浄 
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6. 注 意 事 項  
6.1. 硬 い 物 で ス ト レ ー ナ 清 掃 を 行 わ な い で 下 さ い 。 回 収 タ ン ク 底 の 丸 い

フ ィ ル タ ー を 取 り 外 さ な い で く だ さ い 。 こ れ に よ り ス ト レ ー ナ や ダ

イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ が 破 損 し た 場 合 は 保 証 対 象 外 で す。  
6.2. 推 奨 の 潤 滑 油 を ご 使 用 く だ さ い 。 推 奨 潤 滑 油 を 適 時 に 注 油 せ ず に ポ

ン プ が 破 損 し た 場 合、保 証 対 象 外 と な り ま す。  
6.3. 切 削 液 が 回 収 タ ン ク の 端 か ら 溢 れ た 時 は 、 フ ィ ル タ ー が 詰 ま っ て い

ま す。装 置 を 停 止 し て ス ラ ッ ジ や切粉を 取 り 除 い て く だ さ い。回 収 タ

ン ク に 過 大 な 圧 力 が か か っ た 場 合 は 、 ア ク リ ル 蓋 の 破 損 や カバーロ

ック の 機 能 低 下 と 吸 引 ホ ー ス の 目詰まり に 繋 が り 、 本 装 置 の ス ラ ッ

ジ 濾 過 性 能 に 影 響 し ま す。  
6.4. 回 収 タ ン ク、フ ィ ル タ ー、吸 引 ホ ー ス が 詰 ま っ て い る 場 合、ポ ン プ の

作 動 頻 度 が 遅 く な り ま す 。 詰 ま っ た 部 分 を 清 掃 し た 後 に 再 作 動 し て

く だ さ い 。 過 度 に 圧 力 が か か っ た 状 態 で ポ ン プ を 作 動 さ せ な い で く

だ さ い。ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ や 部 品 の 寿 命 が 短 く な り ま す。  
6.5. 供 給 空 気 圧 が 5kg/cm2～ 7kg/cm2 の 範 囲 内 で あ る こ と を ご 確 認 く だ

さ い。圧 力 が 低 す ぎ る と ポ ン プ の 吸 引 力 不 足 と な り、圧 力 が 高 す ぎ る

と 過 度 の 脱 水 に よ り 濾 過 回 収 が 不 十 分 と な り 、 ポ ン プ の 寿 命 が 短 く

な り ま す。  
6.6. 本 装 置 は 一 般 的 な 油 性 ま た は 水 溶 性 の切削液 に 含 ま れ る 6 ㎜ 以 下 の

粒 子 状 の回収に 適 し て い ま す。  
6.7. DRY 吸 引 モ ー ド で は ス ラ ッ ジ キ ャ ッ チ ャ ー が 排 水 し な い の で 、 水 位

に 注 意 し て く だ さ い。  

6.7.1. 透 明 な ア ク リ ル 蓋 を観察して タ ン ク 内 の 状 況 を 注 意 し て く だ さ

い。水 位 が 半 分 満 た す（ 約 5L）と WET モ ー ド に 切 り 替 え て 排 水

し て く だ さ い。  

6.7.2. 水 位 が 高 す ぎ る と 安全装置が作動し 吸 引 停止 と な り ま す 。この

ような場合は、WET モ ー ド に 切 り 替 え て 排 水 し て く だ さ い。  

6.7.3. 安全装置が作動した場合は、切 削 液 が DRY 吸 引 装 置 の パ イ プ か

ら 流 れ 出 す 可 能 性 が あ り ま す 。 切 削 液 漏 れ が 発 生 する場合があ

ります。  
6.8. 吸 引 /排 水 性 能 に 影 響 を 与 え な い よ う に、タ ン ク か ら 2 メ ー ト ル 以 内

に 本 装 置 を 設 置 し て く だ さ い。  
6.9. 本 装 置 使 用 時 に 4 つ の キ ャ ス タ ー を 必 ず 固 定 し て く だ さ い。装 置 の

傾 き、横 転 や 異 常 作 動 に よ り 怪 我 を す る 場 合 が あ り ま す。  
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6.10. 本 装 置 の 改 造、分 解を伴う修 理 な ど を 行 わ な い で く だ さ い。人 や

本 装 置 に ダ メ ー ジ を与える可 能 性 が あ り ま す。  
6.11. 本 装 置 作 動 中 に、手 や 体 で 内 蔵 部 品 （ 配 管 、 接 続 口 、 本 体 取 付 位

置 の 調 整 等 ）に 触 れ な い で く だ さ い。異 常 動 作 等 に よ り 怪 我 を す る 可

能 性 が あ り ま す。  
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7. ス ラ ッ ジ キ ャ ッ チ ャ ー の ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ  
異常状態 原因 確認と処置 

吸引力低下 
 
吸引力不安定 

アクリル蓋の排気バルブ 
を閉めていない 

・アクリル蓋の排気バルブの開閉状態を確認 
・排気バルブを OFF にする 

アクリル蓋のオーリング 
(O-Ring)が破損 

・アクリル蓋のオーリング(O-Ring)を新品と交換 

吸引ホース接続口のオー 
リング(O-Ring)が破損 

・吸引ホース接続口のオーリング(O-Ring)を新品と交換 

アクリル蓋に取り付けた 
1 1/4 吸引ホースの位置が不
正解 

・吸引ホースの先端がアクリル蓋裏側のフランジと揃えて
ください（少々の突き出しは問題ありません） 

アクリル蓋のカバーロックが
正しい位置に固定されていな
い 

・アクリル蓋を回収タンクの上に載せて、4 つのカバーロ
ックをしっかり掛けてください 

回収タンクの排水口が詰まっ
ている 

・回収タンクの底にある丸いフィルターに異物があるかを
確認 
・異物を取り除いて排水口の清掃を行ってください 

ストレーナー内部にスラッジ
が多すぎ塞いで排水しにくい 

・ストレーナーにスラッジが溜まっているか確保 
・ストレーナーを取り出しスラッジを取り除く 
・メッシュに目詰まりがある場合は水などで除去してくだ
さい 

ストレーナーやバッグフィル
ターのメッシュが小さすぎて
排水しにくい 

・スラッジを吸引するとき、アクリル蓋から観察し切削液
があふれそうになるかを確認 
・アクリル蓋の上面まで切削液を満たす場合は、より大き
いメッシュのストレーナーやバッグフィルターと交換して
ください 

レギュレーターの圧力が推奨
値以下 

・レギュレーターの圧力計の数値が推奨値の 6-8 Bar にな
っているかを確認 
・推奨値に達していない場合、圧力バルブを 6-8 Bar に調
整 

レギュレーターの潤滑油が足
りない 

・レギュレーターのオイルカップの潤滑油の有無を確認 
・入っていない場合は、オイルカップの 7〜8 分目まで
VG32 潤滑油を注いでください 

エアーホースが劣化 
・エアーホースから漏れる音があるかを確認 
・エアー漏れがある場合、エアーホースを交換してくださ
い 

エアーホースのサイズが違う 内径 8mm／外径 12mm のエアーホース推奨 
エアー流量が不足 ・空気圧源のエアー流量が 180L/min 以上を確認 
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長時間使用していない 
・きれいな水を WET モードで吸引し続け、吸引力が徐々
に上がるかを確認 

エアーホースが緩む 

・エアーホースがレギュレーターに正しく取り付けされて
いるかを確認 
・抜けなどがある場合は、挿入しエアー漏れがないことを
確認 

その他 水漏れ／油漏れ／ポンプ異常 ・弊社での修理が必要です。お問い合わせお願いします 
 


